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平
成
二
十
二
年
度
臨
時
総
会 

平
成
二
十
二
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆
様
に
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

旧
年
中
は
、
商
工
会
並
び
に
本
連
合
会
の
事
業
推
進
に
際
し
ま
し
て
、
会
員
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
か

ら
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
、
海
外
経
済
の
減
速
に
よ
る
輸
出
減
に
急
激
な
円
高
が
追
い
打
ち
を
か
け
、
と
り
わ
け
、

県
内
の
中
・
小
規
模
事
業
者
は
先
行
き
に
つ
い
て
不
透
明
感
を
強
め
、 

特
に
、
私
ど
も
商
工
会
地
域
に
お
い
て
は
、

小
規
模
事
業
者
の
廃
業
が
進
む
状
況
に
あ
り
、
会
員
の
脱
会
、
組
織
率
の
低
下
は
、
地
域
経
済
に
と
っ
て
は
看
過
で
き

な
い
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
、
県
内
商
工
会
は
、
中
、
小
規
模
企
業
の
発
展
の
た
め
、
半
世
紀
も
の
間
、
経
営
改
善
普
及
事

業
な
ど
支
援
事
業
の
実
績
を
積
み
重
ね
、
昨
年
十
月
二
十
九
日
、
ホ
テ
ル
青
森
に
お
い
て
商
工
会
法
施
行
５
０
周
年

記
念
式
典
青
森
県
大
会
を
挙
行
致
し
、
青
森
県
内
四
十
三
商
工
会
、
一
万
三
千
名
余
り
の
商
工
会
員
並
び
に
青
年
部

員
・
女
性
部
員
の
英
知
と
総
力
を
結
集
し
、「
す
べ
て
は
会
員
の
た
め
に
」
の
商
工
会
法
立
法
時
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

地
域
が
当
面
す
る
重
要
課
題
の
解
決
に
向
け
た
決
意
を
誓
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
十
二
月
四
日
、
盛
岡

以
北
の
基
本
計
画
決
定
か
ら
三
十
八
年
、
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
は
、
本
県
の
地
域
経
済
、
観
光
、
産
業
、
雇
用
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
の
出
来
る
契
機
と
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

今
後
、
商
工
会
が
、
地
域
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
現
在
、
商
工
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
様
々
な
取
組
を
実

ら
せ
、
中
・
小
規
模
企
業
の
支
援
機
関
と
し
て
地
域
密
着
型
の
き
め
の
細
か
い
経
営
支
援
を
従
前
に
も
増
し
て
徹
底

し
、「
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
商
工
会
」
と
し
て
、
新
た
な
時
代
に
向
け
て
、
会
員
や
地
域
の
方
々
か
ら
今
ま
で
以
上

に
支
持
さ
れ
る
組
織
づ
く
り
を
目
指
し
全
組
織
挙
げ
て
、
今
ま
で
以
上
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

関
係
各
位
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
、
商
工
会
会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位
に
と
り
ま
し
て
、
今
年
が
明
る
く
輝
く
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

衷
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 
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平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
四
日
、

青
森
県
火
災
共
済
会
館
に
お
い
て

平
成
二
十
二
年
度
臨
時
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。
平
成
二
十
三
年
度
は

「
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
商
工
会
」

と
し
て
、
新
た
な
時
代
に
向
け
て
、

会
員
や
地
域
の
方
々
か
ら
今
ま
で

以
上
に
支
持
さ
れ
る
組
織
づ
く
り

を
目
指
し
全
組
織
挙
げ
て
、
課
題
解

決
に
向
け
た
取
組
を
行
い
、
情
勢
変

化
に
即
応
し
た
事
業
展
開
を
、
全
国

連
、
県
及
び
県
内
各
市
町
村
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
実
施
す
る
こ
と
と

し
、
以
下
三
つ
の
重
点
事
業
と
す
る

こ
と
を
承
認
し
閉
会
し
た
。 

 

（
一
）
農
商
工
連
携
に
よ
る
地
域
資
源
の
活
用
と

販
路
開
拓
強
化
の
支
援 

商
工
会
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産

業
と
商
工
業
等
の
産
業
間
で
の
連
携
を
図
る
「
農

商
工
連
携
」
を
一
層
推
進
し
、
開
発
商
品
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
既
存
商
品
の
再
開
発
及
び
積
極
的

な
販
路
開
拓
は
今
後
益
々
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
開
発
は
も
と

よ
り
、
優
れ
た
開
発
商
品
を
持
ち
な
が
ら
、
単
独

で
の
販
路
開
拓
が
困
難
な
中
小
・
零
細
企
業
者
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
商
品
力
の
検
証
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
、
情
報
発
信
も
含
め
側
面
か
ら
支
援
し
、
か

つ
国
、
県
の
支
援
施
策
等
の
活
用
を
支
援
す
る
。 

（
二
）
地
域
商
店
街
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生

活
性
化
支
援 

近
年
郊
外
型
大
型
店
の
進
出
、
尐
子
高
齢
化
等

で
商
工
会
地
域
の
商
店
街
を
は
じ
め
地
域
間
格

差
の
拡
大
急
進
及
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持 

が
困
難
と
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
一
部
商
工
会
地

域
に
お
い
て
は
、
地
域
の
現
状
を
改
善
す
る
取
組

が
見
ら
れ
て
き
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
取
組
を
広
域
的
な
連
携
を
図
り
な

が
ら
支
援
す
る
と
共
に
、
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
等
に

意
欲
的
な
商
店
街
等
を
対
象
に
地
域
間
交
流
事
業

を
推
進
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
・
商
店

街
の
賑
わ
い
創
出
を
支
援
す
る
。 

（
三
）
新
幹
線
全
線
開
業
後
の
広
域
地
域
活
性
化
・

情
報
発
信
の
支
援 

東
北
新
幹
線
が
昨
年
十
二
月
に
新
青
森
駅
ま
で

全
線
開
業
さ
れ
、
各
地
域
で
は
開
業
効
果
に
繋
げ

る
イ
ベ
ン
ト
等
の
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
今
年
度
が
本
格
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

で
あ
り
、
昨
年
度
の
取
組
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

等
を
含
め
た
特
徴
あ
る
商
工
会
地
域
の
自
然
・
文

化
・
食
・
人
材
を
活
用
し
た
広
域
地
域
活
性
化
を

支
援
す
る
。
ま
た
、 

線
、
青
い
森
鉄
道
沿
線
の

商
工
会
地
域
に
あ
っ
て
は
、
新
幹
線
全
線
開
業
に

伴
う
地
域
課
題
へ
の
取
組
と
と
も
に
、
す
ぐ
れ
た

観
光
地
、
特
産
品
も
多
数
あ
り
商
工
会
地
域
の
広

域
的 

な
ど
、
新
幹
線
全
線
開
通
を
契
機
と
す
る

広
域
的
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
支

援
す
る
。 

一
．
商
工
会
地
域
力
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

広
域
再
活
性
化
支
援 

二
十
三
年
度
重
点
事
業
満
場
一
致
で
可
決 

東北地方太平洋沖地震による被害に遭われた皆様に、心よりお見舞い申し上げます。また、多くの貴い命

が失われたことにお悔やみを申し上げますとともに、心よりご冥福をお祈り申し上げます。 

 

JR 

PR 
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（
一
）
高
度
化
・
専
門
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
専
門

家
派
遣
事
業
の
強
化 

地
域
中
小
・
零
細
企
業
が
抱
え
る
経
営
課
題
が
高

度
化
す
る
中
で
、
個
々
の
中
小
支
援
機
関
の
日
常
的

な
相
談
の
み
で
は
対
応
が
不
十
分
な
と
こ
ろ
も
あ

り
、
豊
富
な
専
門
的
知
識
・
技
術
を
持
っ
て
い
る
専

門
家
に
よ
り
迅
速
な
経
営
課
題
解
決
が
求
め
ら
れ
て

き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
従
来
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
派
遣
事
業
等
に
高
度
専
門
的
な
相
談
に
直
接

対
応
す
る
国
直
轄
の
専
門
家
派
遣
事
業
を
組
込
、
中

小
・
零
細
企
業
の
総
合
的
な
経
営
課
題
解
決
に
つ
い

て
の
支
援
を
強
化
す
る
。 

（
二
）
経
営
革
新
・
創
業
・
事
業
承
継
等
の
推
進 

中
小
・
零
細
企
業
は
、
経
営
環
境
悪
化
で
厳
し
い

経
営
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

商
工
会
・
連
合
会
は
相
談
機
能
を
よ
り
一
層
強
化
し
、

新
規
事
業
へ
の
進
出
、
精
度
の
高
い
創
業
計
画
の
作

成
、
返
済
猶
予
制
度
、
経
営
承
継
円
滑
化
法
に
よ
る

事
業
承
継
支
援
対
策
等
、
新
た
な
支
援
制
度
の
情
報

提
供
を
行
う
と
共
に
、
国
及
び
県
の
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
し
て
中
小
・
零
細
企
業
の
支
援
を
行
う
。 

（
一
）
商
工
会
組
織
基
盤
の
安
定
と
強
化 

商
工
会
地
域
に
お
け
る
人
口
減
尐
や
高
齢
化
は
地

域
経
済
の
み
な
ら
ず
、
商
工
会
組
織
へ
の
影
響
も
顕

著
に
表
れ
て
き
て
い
る
。
特
に
小
規
模
商
工
会
に
あ

っ
て
は
健
全
な
財
政
運
営
や
機
能
維
持
に
苦
慮
し
て

お
り
、
合
併
や
広
域
連
携
の
推
進
に
よ
る
規
模
の
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
体
制
づ
く
り
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
商
工
会
員
の
増
強
と
加
入
率
の
向
上
、
さ
ら

に
は
共
済
事
業
や
ネ
ッ
トde

記
帳
を
は
じ
め
と
す
る

財
政
基
盤
確
立
を
併
せ
た
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
支
援
す
る
。 

（
二
）
地
域
に
貢
献
す
る
商
工
会
機
能
の
強
化 

昨
年
度
は
商
工
会
法
施
行
５
０
周
年
と
い
う
節
目

と
し
て
、
全
国
統
一
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
商
工
会
は

行
き
ま
す 

聞
き
ま
す 

提
案
し
ま
す
」
を
掲
げ
、
特

に
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
満
足
度
を
高
め
る
べ
く

巡
回
訪
問
の
向
上
と
経
営
革
新
等
の
高
度
支
援
を
推

進
・
支
援
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
年
度
も
、

巡
回
訪
問
の
一
層
の
促
進
と
併
せ
会
員
満
足
の
向
上

の
た
め
の
取
り
組
み
（
企
業
の
経
営
課
題
へ
の
解
決

策
等
の
提
示
、
真
の
経
営
支
援
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
会

員
サ
ー
ビ
ス
の
追
求
）
と
地
域
貢
献
に
取
り
組
む
た

め
の
「
地
域
貢
献
ア
ピ
ー
ル
プ
ラ
ン
」
の
策
定
・
推

進
及
び
同
プ
ラ
ン
の
広
報
・
情
報
発
信
に
つ
い
て
支

援
す
る
。 

（
三
）
商
工
会
を
担
う
人
材
育
成
と
提
案
型
指
導
に

向
け
た
職
員
の
資
質
向
上 

現
下
の
厳
し
い
環
境
の
中
で
商
工
会
と
し
て
果
た

す
べ
き
役
割
を
認
識
し
、
組
織
と
し
て
必
要
な
人
材

の
育
成
強
化
を
引
き
続
き
図
る
。
特
に
、
会
員
満
足

の
向
上
や
地
域
に
貢
献
し
た
商
工
会
活
動
の
支
援
能

力
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
主
体
と
し
た
職
員
研
修
会
を
開
催
す
る
。
ま
た
、

商
工
会
運
営
の
舵
取
り
役
と
な
る
役
員
、
次
世
代
の

商
工
会
を
担
う
青
年
部
・
女
性
部
員
を
対
象
と
し
た

研
修
会
を
開
催
し
人
材
育
成
を
図
る
こ
と
と
す
る
。 

 

二
．
厳
し
い
経
営
環
境
克
服
に
向
け
た
中
小
零

細
企
業
の
支
援 

三
．
活
力
あ
る
商
工
会
づ
く
り 
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外
ヶ
浜
町
商
工
会
（
会
長
野
村
甚
左
衛
門
）
、

今
別
町
商
工
会
（
会
長
本
郷
鉄
男
）
、
蓬
田
村

商
工
会
（
会
長
小
鹿
秀
敏
）
は
、
平
成
二
十
三

年
三
月
十
八
日
に
外
ヶ
浜
町
商
工
会
館
に
お

い
て
、
広
域
連
携
協
定
書
締
結
調
印
式
を
挙
行

し
た
。 

 
三
商
工
会
の
あ
る
上
磯
地
域
は
人
口
減
尐

や
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
商
工
会
を
取
り
巻
く

環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
引
き
続
き
地
域
の

経
済
団
体
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
商
工
会

運
営
を
進
め
る
た
め
、
か
ね
て
よ
り
広
域
連
携 

に
つ
い
て
協
議
を
す
す
め
、
こ
の
ほ
ど
協

議
が
ま
と
ま
り
調
印
式
の
運
び
と
な
っ

た
。 

 

広
域
連
携
協
議
は
、
平
内
町
商
工
会
を

加
え
た
東
郡
地
区
商
工
会
連
絡
協
議
会

（
野
村
外
ヶ
浜
町
商
工
会
長
）
で
行
わ
れ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
当
日
は
平
内
町
商
工

会
七
尾
潔
会
長
と
青
森
県
商
工
会
連
合
会

佐
藤
光
彦
専
務
理
事
が
立
会
人
と
し
て
協

定
書
に
署
名
し
た
。 

 

野
村
会
長
は
挨
拶
で
「
商
工
会
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
三
商
工
会
が
連
携
し
そ
れ
ぞ
れ
の
商

工
会
員
が
ど
こ
で
も
相
談
に
応
じ
ら
れ
る

よ
う
な
環
境
を
整
え
、
引
き
続
き
商
工
会

の
使
命
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。
」
と
述

べ
、
協
定
書
調
印
後
に
は
三
商
工
会
長
が

力
強
く
握
手
を
し
て
今
後
の
活
躍
を
誓
っ

た
。 

 

今
後
、
三
商
工
会
は
上
磯
地
域
広
域
連

携
協
議
会
を
組
織
し
、
経
営
改
善
普
及
事

業
の
広
域
的
な
実
施
に
よ
り
広
域
巡
回
訪

問
や
相
談
業
務
で
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
形

成
し
な
が
ら
、
地
域
振
興
に
つ
い
て
も
連

携
し
て
商
工
会
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。 

協定式終了後、広域連携を祝い記念撮影をする出席者 

 

尚
、
こ
の
他
の
動
き
と
し
て
、
岩
木
町
商
工
会
と
相

馬
村
商
工
会
も
広
域
連
携
協
定
に
向
け
て
協
議
を
進
め

て
い
る
。 
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平
成
二
十
二
年
度
第
二
回
商

工
会
女
性
部
員
研
修
会
が
、
三
月

一
日
、
青
森
市
「
青
森
県
火
災
共

済
会
館
」
に
於
い
て
開
催
さ
れ

た
。 県

内
各
地
か
ら
女
性
部
員
四

十
四
名
が
参
加
し
た
。
研
修
会
で

は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
よ
る
二
十

二
年
度
広
域
連
携
委
託
事
業
報

告
が
あ
り
、
内
容
に
つ
い
て
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。
報
告
で
は
、

地
域
に
継
承
さ
れ
る
郷
土
料
理

の
普
及
に
関
し
て
、
各
地
域
で
の

工
夫
を
こ
ら
し
た
取
組
が
発
表

さ
れ
、
子
供
た
ち
に
対
す
る
食
育

と
い
う
観
点
か
ら
も
地
域
か
ら

高
い
評
価
を
得
ら
れ
た
と
の
報

告
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
二
十
三
年

度
新
幹
線
全
線
開
業
を
機
に
、
本

年
度
実
施
し
た
郷
土
料
理
普
及

と
合
わ
せ
、
そ
れ
を
活
用
す
る
た

め
の
各
地
域
で
の
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
実
施
計
画
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
、
ま
た
、
来
る
二
十

四
年
度
の
東
北
北
海
道
主
張
発

表
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
青
森
大
会
）

が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

運
営
に
関
す
る
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。 

 

平
成
二
十
二
年
度
第
二
回
商

工
会
青
年
部
員
研
修
会
が
、
三
月

五
日
、
青
森
市
「
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

プ
ラ
ザ
ア
ラ
ス
カ
」
に
於
い
て
開

催
さ
れ
た
。 

県
内
各
地
か
ら
青
年
部
員
六

十
五
名
が
参
加
し
た
。
は
じ
め
に

表
彰
式
で
は
、
青
年
部
全
国
大
会

顕
彰
（
ま
ち
づ
く
り
部
門
）
が
平

内
町
商
工
会
青
年
部
に
、
東
北
六

県
北
海
道
商
工
会
青
年
部
連
合

会
会
長
表
彰
が
三
沢
市
商
工
会

青
年
部
に
贈
ら
れ
た
。
ま
た
、
横

浜
町
の
千
葉
満
氏
に
は
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
た
。 

研
修
会
で
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
長

に
よ
る
二
十
三
年
度
広
域
連
携

委
託
事
業
提
案
が
あ
り
、
内
容
に

つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

講
演
・
事
例
研
究
で
は
、
山
形
県

青
連
会
長
で
あ
り
、
（
有
）
山
重

渡
邊
建
築
専
務
取
締
役
の
渡
邊

重
信
氏
か
ら
経
営
革
新
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
ま
た
、
ス
タ
ジ

オ
ム
ゲ
ン
代
表
増
川
氏
、
木
村
氏

か
ら
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

技
術
を
用
い
た
「
地
域
お
こ
し
」

の
取
り
組
み
事
例
の
講
演
が
あ

っ
た
。 

事業報告するブロック長 研修に臨む女性部員 

講演する渡邊氏 講演する木村氏 
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県内の各広域指導センター事業並びに各管内の地域の情報をお届けします。 

 

＜東部広域指導センター＞ 

販売士資格更新講習会開催！ 

 

 

 

 

 

 

 

＜南部広域指導センター＞ 

社会保険料等軽減に関する講習会開催！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２３年２月２６日三沢商工会館において、販売士協会登

録講師（一級販売士）で中小企業診断士である 小野寺 毅氏

を講師に、平成２２年度２級３級販売士資格更新講習会が開催

された。販売士の資格は５年ごとに更新が必要であり、常に最

新の知識が求められる資格であるため更新に当たっては講習が

義務づけられている。講習会では標準テキストに加えて、講師

作成のサブテキストによる最新の小売業界のキーワードをわか

りやすく解説し、時には業界裏話を交えながら５時間の講習を

行った。受講者は主に販売関連業種の現場で活躍されている方

が多く、講習内容を熱心に聴き入っていた。最後に講師からは

「販売士のスキルを上手に活用して業績確保につなげて欲し

い」との言葉で講習会を閉じた。 

 

 

平成２３年２月２３日・２４日の２日間、社会保険・労働保

険制度を正しく理解し、適法の範囲でいかに保険料負担を尐な

くするかについて、「社会保険料・労働保険料軽減に関する専門

分野講習会」を三戸町・南部町を会場に開催し４３名の受講者

であった。青森県社会保険労務士会理事の石橋一恭社会保険労

務士を講師に迎え約２時間の講義を行った。講習内容は、社会

保険料の仕組み・具体的な節約方法及び６０才以降の在職老齢

年金並びに高年齢雇用継続給付金制度を最大限に有効活用し

て、従業員に対する給与支払い額を設定する方法について説明

があった。これらを実行するためには、従業員との意思疎通が

なければ対応できないことであり、友好的な関係が求められて

いることも話された。また講義後の個別相談会では講義内容に

加え日常の業務内容についても相談があり、講師より適切なア

ドバイスがされた。今回の講習内容を実践することで、経費削

減につなげて欲しいと願う。 
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＜北部広域指導センター＞ 

 

「無料で儲ける販売促進術」セミナー開催！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○このようなことでお困りではありませんか？ 
 

◆どんな情報交換をすると問題なの？ 

◆取引先が代金を一方的に減額している。買いたたきに遭っている。注文どおりなのに返品された！

下請法違反行為じゃないの？ 

 

 当所では，このような独占禁止法や下請法に照らして問題になるのではないかといった相談を受け

付けております。内容，御希望により公正取引委員会の窓口を迅速に御紹介します。公正取引委員

会では，御相談に応じ，適切な対処，的確な対応をいたします。 

 

お問い合わせは 

◎ 公正取引委員会事務総局東北事務所 

Tel：022-225-7095 

 

平成２２年１１月９日「無料で儲ける販売促進術」をテ

ーマに中小企業診断士の綿貫有二氏を招き販売促進の革新

セミナーを行った。綿貫氏は「普段の生活の中にある「無

料」を改めて考えると、いくら無料でも必要なければ利用

しないし、仕組みがしっかりしていないと儲けるどころか

損することもある。「売り（れ）続ける」ための考え方を頭

に入れて、接客することで経営力が増し資質の向上を図れ

る。」と語り、参加者も聞き入った様子だった。セミナー終

了後は、当センターから「キャッチコピー活用辞典」とし

て、経営・商品コンセプトづくり、POP・Web・チラシ広

告・販売促進活用に、売れるキャッチコピーづくりの「引

き出し」として活用いただくために、セミナー受講者へ参

考資料として提供した。 

気軽に相談 身近な窓口 
～独占禁止法相談ネットワークでは皆様からの御相談を受け付けております～ 
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＝[      ＋] ＋ ]×1.8％ 

                      （法定雇用率） 

 

 

○常時雇用している労働者である 

障害者１人をもって、障害の種類、 

程度及び週所定労働時間で区分した 

下表の該当する欄の人数に換算して 

雇用障害者数を計算します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

社団法人 青森県高齢・障害者雇用支援協会 雇用支援部助成納付課 

TEL:０１７－７７５－４０７５  FAX：０１７－７３４－７４８３ 

（※平成２３年４月１日からのお問い合わせ先については、独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構のホームページをご覧下さい。） 

平平成成２２３３年年４４月月申申告告開開始始！！！！  
平成２２年７月「改正障害者雇用納付金制度」スタート！ 

 

①中小企業事業主の皆様は、ご注意ください。 

○ 常時雇用している労働者数（※１）が２００人を超え３００人以下（※２）の 

すべての事業主に障害者雇用納付金の申告を行っていただくことになりました。 
※１ 常時雇用している労働者数を計算するに当たっては、常時雇用している労働者のうち下記②の

短時間労働者については、１人を０．５カウントとして計算します。 

※２ 平成２７年４月１日からは、常時雇用している労働者数が１００人を超え２００人 

以下の事業主に納付金制度の適用が拡大されます。 

 

②パートタイマーなど、短時間労働者 
を多数雇用している事業主の皆様は、ご注意ください。 

常時雇用している労働者数 

（短時間労働者を除きます。）  

            

             ×０．５ 

③除外率が適用されている事業所のある事業主の皆様は、ご注意ください。 

○  週２０時間以上３０時間未満の短時間労働者も、納付金の申告等の対象になりました。 

 

法定雇用障害者数の算定方法 

雇用障害者数のカウントの方法 

 

○  除外率設定業種の除外率がそれぞれ１０％ポイント引き下げられました。 

 

常用雇用している労働者のうち 

短時間労働者の数  

改正点 

★ 詳しい内容のお問い合わせは… 
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災害による融資制度等支援策については、各商工会までお問い合わせください。 

 

 災害による融資制度等支援策については、各商工会までお問い合わせください。 

 


